
令和５年度主題研究 

 

１ 研究主題 

教科等の特質に応じた効果的な ICT 活用による授業改善の取組 

～ＩＣＴ（ＡＩアプリ）を活用した個別最適な学びの実現を通して～ 

 

２ 主題設定の理由 

 （１） AI 技術が高度に発達する Society 5.0 時代に生きる生徒にとって、変化の激しい社会で生き

抜く力を身につける必要がある。特に 2022 年 11 月に登場したＡＩサービスの登場により、急

速にＡＩとの関わりが身近になってきた背景がある。 

 （２） 主体的・対話的で深い学びの主語は『子供』であり、そのこと念頭においた授業改善が不可

欠である。この授業改善の一助としてのＩＣＴの活用は効果的であり、今後の授業はＩＣＴを

文房具と同じような形で活用していくことが必要となってくる。 

 （３） 本校生徒の学力の実態を考えていくと、学力向上が喫緊の課題である。また、主体的に学習

に取り組む姿勢にも課題があり、授業の在り方、家庭学習の在り方を考えていく必要がある。 

 

３ ３年間を見据えた研究内容の計画 

令和５年度  ＩＣＴを活用した個別最適な学びの充実 

令和６年度  ＩＣＴを活用した個別最適な学び、協働的な学びの充実 

令和７年度  ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びの実現 

 

４ 研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実践内容 

 （１） ＡＩアプリの活用 

    ① Qubena を活用した個別最適な学び 

    ② Teams を活用した個別最適な学び 

    ③ 各教科における効果的な活用についての検討 

    ④ 家庭への持ち帰り、課題の出し方の検討 

全体研究会 

研究推進委員会 

（校長、教頭、学力向上対策委員会） 

１学年班 ２学年班 ３学年班 

学力向上対策委員会（ICT 推進委員会） 

※各学年２名、計６名で構成。 

※５教科の担当が各１名を含む。 

※教務主任、研究主任を含む。 

各 教 科 



 （２） ロイロノート・スクール（Teams）を活用した授業改善 

 （３） １日タブレットの取組 

 （４） 相互授業参観の取組、授業実践報告の取組 

 （５） 全職員が ICT を活用する取組（技術サポート） 

    ① 校務の情報化（働き方改革） 

    ② ICT に関する情報の一元化（ポータルサイトの構築） 

③ 放課後の２０分のミニ研修 等 

 （６） デジタル・シティズンシップ教育について（家庭との連携） 

 （７） その他（ICT の最新情報、アプリ等） 

 

６ 年間計画 

 月 日 研 修 名 内 容 

１ ４月２６日（水） 第１回主題研 ○研究の方向性、内容 

○実態調査 

２ ５月１７日（水） 第２回主題研 ○理論研修 ○Qubena の操作等 

○１日タブレットの取組について 

○授業実践紹介Ⅰ 

３ ５月２４日（水） 高鍋町アップグレード研修 ○講話 

４ ６月７日（水） ICT エリアミーティング研修 〇講話 

５ ６月２１日（水） 第３回主題研 ○第１回相互授業参観について 

○授業実践報告Ⅱ 

６ ７月 夏季休業中 第４回主題研 ○校務の情報化について 

○授業実践報告Ⅲ 

７ ８月２３日（水） 第５回主題研 ○１学期の Qubena 使用について 

○２学期以降の活用について 

○授業実践報告Ⅳ 

８ ９月２７日（水） 第６回主題研 ○デジタル・シティズンシップ教育 

○家庭への持ち帰りの検討 

○授業実践報告Ⅴ 

９ １０月２５日（水） 第７回主題研 ○第２回相互授業参観について 

○授業実践報告Ⅵ 

１０ １１月８日（水） 第８回主題研 ○Qubena の活用状況についてⅠ 

○授業実践報告Ⅶ 

１１ １２月２０日（水） 第９回主題研 ○Qubena の活用状況についてⅡ 

○授業実践報告Ⅷ 

１２ １２月２２日（金） 学力向上Ⅰ 〇分析、今後の対策 

１３ １月２４日（水） 第１０回主題研・学力向上Ⅱ ○主題研まとめⅠ（集約） 

１４ １月３１日（水） 学力向上Ⅲ 〇分析、今後の対策 

１５ ２月１６日（金） 学力向上Ⅳ 〇分析、今後の対策 

１６ ２月２８日（水） 学力向上Ⅴ 〇分析、今後の対策 

１７ ３月１６日（水） 第１１回主題研 ○主題研まとめⅡ（成果と課題） 

 


